
3．国際活動   

（1）港外研究活動のための渡航  

1）福田直也①   

2）弦間 洋①  

②  

発光ダイオードによる園芸作物の形態並びに生育制御技術  
の開発のための準備研究，タイ，（1997．8．13～1997．8．26）  

アジア地域重点学術研究の実施タイ，（1997，5．21～  
1997．5、26）  

科研・国際共同研究の企画調査の実施，タイ，（1997．8．3～  
1997．8．9）  

日本学術振興会学術交流事業「熱帯・亜熱帯作物の収穫後  
の生理応答機構と保護に関する研究」の実施，フィリピン，  
（1998．3．8～1998．3．21）  

熱帯果実の貯蔵生理に関する研究打ち合わせ，タイ，  
（1998．7．15～1998．7．22）  

文部省在外研究員（海外動向調査等）による派遣，イギリス，  
（1998．2．20～1998．3．22）  

アジア地域重点学術研究の実施，タイ，（1997．5．25～  
1997．6、4）  

一般受託研究（生産環境情熱こ基づく施肥機械システムの研  
究）による研究調査，米国，（1997．8．21～1997．8．30）  

一般受託研究に基づく低投入型施肥技術の調査，フィリピ  
ン，（1998．3．7～1998．3．12）  

科研費国際学術研究による研究打ち合わせおよび現地調査，  
タイ，（1998．6．29～1998．7．12）  

一般受託研究「精算環境に基づく施肥機械システムの研  
究」にもとづく現地調査，カナダ，（1998．8．4～1998．8．19）  

海外研修，中国，（1998且22～1998．10．1）  

④   

3）半田 高①   

4）林 久喜①  

②  

⑥   

5）岩堀修一①   

6）柿篤 眞①   

7）加藤盛夫①   

8）熊崎 書①   

9）増田美砂①  

科研・国際共同研究の企画調査の実施タイ，（1997・8・22～  
1997．8．31）  

中国横断山脈の寄生薗調査，中国，（1998．9．13～1998．10．5）  

科研費国際学術研究による研究打ち合わせおよび現地調査，  
タイ，（1998．7．10～1998．7．16）  

バイオマスエネルギーの利用に関する調査，スエーデン，  
（1998．8．19～1998．8．31）  

科研・国際学術研究のための現地調査，タイ，（1997．7・12～  
1997．7．20）  

国際協力事業．団短期派遣による現地調査，ガーナ共和国・  
ナイジェリア連邦共和国，（ユ997．7．26～ユタ97．9．6）  
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JICA研究派遣，ガーナ共和国，（1998．7．11～1998息23）   

文部省国際学術研究のための現地調査，タンザニア，  
（1998．8．28～1998．9．7）  

都市近郊農村の社会経済調査，インドネシア，（1998．12．16～  
1999．1．5）  

日本学術振興会論文博士号取得希望者に対する支援事業に  
よる博論研究者の研究指導，タイ，（1997且10～1997．8．21）   

大学院において指導している学生の現地指導，ケニア，  
（199臥7．18～1998．8．1）  

アジアにおける持続的食糧貿易についての調査，中国，  
（1997．7．17～1997．7．24）  

「カナダにおける作物収入保険政策の効果jについての調  
査，カナダ，（1997．7．17～1997．7．28）  

畜産・園芸の高度専門的な技術サービス等業に関する調査  
研免イギリス，（1997且13～1997．9．24）  

文部省科研海外調査を遂行，ベトナム，（1998、2．20～  
1998．2．28）  

受託研究の遂行のための海外調査，中国，（1997．12．20～  
1997．12．27）  

科研の現地調査活動，ベトナム，（1998．7．17～1998．7．29）   

国際科研（共同研究）の研究打ち合わせと国連資料の収集，  
米国，（1999．1．26～1999．2．3）  

共同研究及び実験技術獲得のため，米国，（1997．6．30～  
1997．8．30）  

共同研究の成果の検討と打ち合わせ，米国，（1997．10．23～  
1997．11．3）  

シリアエルールージュ盆地の植生調査，シリアアラブ共和国，  
（1999．2．22～1999．3．13）  

科研費によるエル・ルージュ盆地（シリア）の植生調査，シリ  
アアラブ共和国（1997且17～1997．10．1）  

研究経過の検討と打ち合わせ，タイ，（1998．7．25～1998息2）   

→般受託研究に基づく低投入型施肥技術の調査，フィリピン，  
（1998．3．7～1998．3．12）  

受託研究のための海外現地調査，中国，（1997．12．20～  
1998．1．8）  

受託研究のための現地調査，中国，（1998且6～1998．9．13）  

（診  

④  

⑤   

10）餅田治之①  

、き・   

11）森尾昭文①   

12）永木正和①  

（診  

、き、  

⑤  

（参   

13）永田啓一①  

（診   

14）中村 徹①  

亨   

15）野村港二①   

16）坂井直樹①   

17）石 敏俊①  

（∋  
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受託研究遂行のための現地調査，中国，（19吸2．9～  
1999．2．17）  

持続的農業開発の研究レビュー及び研究成果発泉中乱  
（1997．7．18～9．7．31）  

科研遂行のための研究計画のレビュー，中国，（1998．7．16～  
1998．7．28）  

アジア地域重点学術研究の実施，タイ，（1997．5．21～  
1997．5．28）  

科研費国際学術研究による研究打ち合わせおよび現地調査，  
タイ，（1998．7．12～1998．7．18）  

研究打ち合わせと視察，米国，（1997，5．25～1997．6．8）  

②  

⑨   

18）志水勝好①  

（∋   

19）正野俊夫①  

共同研究の打合わせ，大韓民国，（1997．10．8～1997．10．15）   

科研費国際学術研究による研究打ち合わせおよび現地調査，  
タイ，（1998．8．3～199臥8．9）  

文部省在外研究員アメリカ合衆国（1997．2．3～1997．11．30）  

「アジアにおける持続的食料貿易と環境保全型農業開発に  
関する研究」についての調査，カナダ，（1998．11．2～  
1998．11．8）  
アジアの食糧貿易と農業開発の研究の実施，中国，  
（1997．7．11～1997．7．17）  

科研費国際学術研究による研究打ち合わせおよび現地調査，  
タイ，（1998・7．享5～1998息2）  

国際協力事業団筑波国際センター稲研究コース研究員フォ  
ローアップチーム調査，タイ㌧バングラデシュ，（1998．11．15  
～1998．11．28）  

（∋   

20）高柳謙治①   

21）田島淳史①  
22）豊田 隆①  

②   

23）上田尭夫①   

24）横尾改姓①  
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（2）海外での国際会議等への出席  

1）阿榊‾①菌根会議出席，スエ‾デン，（199臥6・29～   

2）啓開洋①竺甲空打ち合わせ，ベル   

3）半田高①‾国際会議に出席，オ‾  
1  

②雪●仏●ベルギ‾●ド  
4）本間秀弥①第8回世界畜産学会出席，韓国，（1998・6・28～1998・7・5）   

5）本田＋洋①讐特別柑会  
②において研究成果の発表，台   

6）岩堀修‾①講演及び研究機閑現地視察，韓  

②讐鹿タイ●仏●ベルギ‾●オランダ，  

③よび台湾の園芸事情   

7）戒能洋‾①讐てポスター発表，オーストラリア，  

8）柿幾 代①アジア森林保護会議に出展韓国，（1997・9・29～1997・10・5）  

②璧議（相珠海市）出席，中国，   

8）金井軸①学会議組織委員  
②第8回世界畜産学会出展韓国，（1998・6・27～1998・7・4）   

9）増田美砂①En血nmentに絶イタリア，  
1  

10）森尾昭文①詔莞攣ついての研究成果の発表，楓  

11）永末正和① 
． 
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12）永田啓一①I昌諾芋蔓㌍f冒5買昌ヲPesticideChemistryで講演，米●  

②光望讐濃貴書e仲rNeuroscienceで講演，  

13）生井兵治①艶翌芸謂富雪莞宗富男軍籍菜箸評びに育種に関する  

15）茂野隆一①崇盟誓言さう詔「ピュ‾及び研  

②芸よ冒讐哲男悪霊講演および研究打ち合わせ，中  

16）志水勝好①琵票警芸讐ふ余讐生タイ国研修旅行の引率，タイ，  

17）正好俊夫①霊譜蒐禦翳禦諾する  

②翳藁葺崇竺莞義認1es大学との共同研究，連合王国，  

③薬ワ‾クショップ出嵐帽（1眺10・25～  

18）琶島淳史①鄭回世界畜産学会出席，韓国，（1998・6・28～1朔・7・5）  

②益 
．． 

19）鮎隆①琵監禁会の招待研究発表のため，インド，（199臥11■20～  

②告翳莞去三晶詔欝23回国際農業経済学  

20）坪井伸広①㍍孟翳i照覧深度研究大会出風力ナダ，  
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（3）海外からの受け入れ  
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池 性韓  光周期が  トマトおよびトウガ  1998．6．1～  湖南大学校環  帰国外国人  高柳謙治  
ラシ宙の生長と養分吸収に及  境園芸学科助  
ぼす影響  教授   研究制度   

衰 新民   ニホンナシの生産技術と流通   1998且8′－  中華人民共和  宜昌市人民  弓玄間 洋  
様式  1999．2．8   国湖北省宜昌  

市人民政府外  
事弁公室農業  
技術担当者   

AHMEDSeraj  水耕栽堵におけるトマトの耐   199乳10．1～  バングラテ  日本学術振  高柳謙治   
Uddin   暑性に関する研究  11．29   シュ農業大学  

園芸学部・教  
授   

Yasuyuki  樹木さび病菌の 分類と防除に   1999．3．20～  カナダ国立北  日本学術振  柿罵 眞   
所・名誉研究  
貝   
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